
木
も く

像
ぞ う

薬
や く

師
し

瑠
る

璃
り

光
こ う

如
に ょ

来
ら い

座
ざ

像
ぞ う

表紙ニュース／９月議会
▪ 平成２６年度補正予算・主な事業
　　　　  Ｐ２~３
▪ 主な議案・会議結果  Ｐ４
▪ 意見書・人事・第２回臨時議会  Ｐ５
▪ 常任委員会報告  Ｐ６

▪ 一般質問  Ｐ７~１５
▪ 議会報告会  Ｐ１６
▪ 議員活動あれこれ・お知らせ
　 １２月定例会（予定）  Ｐ１７
▪ 地域の学び舎  Ｐ１８
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教育・文化・福祉
２
６
０
万
円

自
治
公
民
館
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化（
身
近
な
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
事
業
）

　

誰
も
が
外
出
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

市
内
７
地
区
の
自
治
公
民
館

に
補
助
金
を
交
付
し
、
ト
イ

レ
を
洋
式
に
改
修
す
る
工
事

を
行
う
。

６
，１
８
９
万
円

牛
津
公
民
館
等
改
修

事
業

　

現
牛
津
公
民
館
の
機
能
を

旧
議
会
棟
に
移
設
す
る
施
設

改
修
を
行
う
。
ま
た
、
旧
牛

津
庁
舎
跡
地
の
整
備
及
び
現

牛
津
公
民
館
の
一
部
改
修
を

行
う
。
こ
の
事
業
の
中
で
の

用
地
取
得
、
改
修
工
事
及
び

施
工
監
理
業
務
委
託
の
費
用
。

５
７
０
万
円

水
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業

　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
の

感
染
を
予
防
す
る
た
め
、
生

後
１２
か
月
か
ら
３６
か
月
ま
で

の
幼
児
を
対
象
に
接

種
を
行
う
。
平
成
２６

年
度
に
限
り
、
生
後

３６
か
月
に
至
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
生
後
６０

か
月
ま
で
の
幼
児
は

１
回
接
種
で
き
る
。

接
種
費
用
は
全
額
公

費
。

２
０
３
万
円

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
肺
炎
予
防

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ

る
も
の
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

肺
炎
を
予
防
す
る
。
対
象
者

は
６５
歳
と
、
６０
歳
以
上
６５
歳

未
満
の
者
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
機
能
障
害
を
有
す
る

者
。
自
己
負
担
は
２
５
０
０

円
。
特
例
措
置
と
し
て
５
年

間
は
前
年
度
末
日
に
６４
歳
・

６９
歳
・
７４
歳
・
７９
歳
・
８４
歳
・

８９
歳
・
９４
歳
・
９９
歳
の
者
を

対
象
と
す
る
。
ま
た
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
６５
歳
以
上

の
者
へ
の
補
助
事
業
は
今
年

度
ま
で
実
施
す
る
。

平成２6年度

一般会計・特別会計補正予算を承認

平成２6年度 ９月補正予算の状況
一般会計・特別会計

会計区分 補正前の額 補正額 補正後の額

一般会計（第２号） 　２０８億２,８２５万円 １億８,３０８万円 ２１０億１,１３３万円

授産場特別会計（第１号） ２,５７１万円 ― ２,５７１万円

簡易水道特別会計（第１号） ６６０万円 ５８万円 ７１８万円

下水道特別会計（第１号） ２７億６,５４４万円 ▲1億９,９２２万円 ２５億６,６２２万円

国民健康保険特別会計（第２号） ５６億９,２７６万円 ４,４６１万円 ５７億３,７３８万円

後期高齢者医療特別会計 ４億９,０６５万円 ７１６万円 4億９,７８２万円

企業会計
会計区分 補正前の額 補正額 補正後の額

水道事業会計（第１号） ６億２,４８２万円 ― ６億２,４８２万円

病院事業会計（第１号） １６億９,８９１万円 ▲１,１６３万円 １６億８,７２７万円

※単位未満の額は切り捨てています。

　平成２６年９月定例会は９月１日から１９日までの１９日間開催され、諮問１件、報告１件、８件の平成２５年度決
算認定を含む１９件の議案、意見書４件が提出され、慎重審議の上可決された。
　歳入の主なものは、普通交付税および前年度決算に伴う繰越金や各種事業に伴う、国・県支出金、寄附金、諸収入、市
債のほか、財源調整のための基金繰入金の減少などによるものである。
　歳出の主なものは、「牛津公民館等改修事業」、「ふるさと納税推進事業」、農業の「多面的機能支払交付金事業」
などである。

事　　業　　名 補正予算額 事　　業　　名 補正予算額

牛津公民館等改修事業 ６,１８９万円 身近なユニバーサルデザイン推進事業 ２６０万円

ふるさと納税推進事業 ４,０１３万円 天山地区共同環境組合事業 ２１２万円

多面的機能支払交付金事業 ８４６万円 成人用肺炎球菌ワクチン接種事業 ２０３万円

水痘ワクチン接種事業 ５７０万円 東新町浄化施設管理事業 ８３万円

スマートインターチェンジ整備事業 ４４６万円 ※単位未満の額は切り捨てています。

＜ 補 正 予 算 の 主 な も の ＞

平成２6年度一般会計補正予算（第２号）
１億８，３０８万円を追加し　総額２１０億１，１３３万円

２０１４年１１月号 2

平
成
26
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算



総務・企画４
，０
１
３
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
推
進

事
業

　

小
城
市
を
応
援
す
る
市
外

在
住
の
方
へ
、
ふ
る
さ
と
納

税
（
寄
附
金
）
を
推
進
し
、

い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
ふ
る

さ
と
応
援
推
進
事
業
と
し
て

活
用
す
る
。

教育・文化・福祉
２
６
０
万
円

自
治
公
民
館
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化（
身
近
な
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
事
業
）

　

誰
も
が
外
出
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

市
内
７
地
区
の
自
治
公
民
館

に
補
助
金
を
交
付
し
、
ト
イ

レ
を
洋
式
に
改
修
す
る
工
事

を
行
う
。

６
，１
８
９
万
円

牛
津
公
民
館
等
改
修

事
業

　

現
牛
津
公
民
館
の
機
能
を

旧
議
会
棟
に
移
設
す
る
施
設

改
修
を
行
う
。
ま
た
、
旧
牛

津
庁
舎
跡
地
の
整
備
及
び
現

牛
津
公
民
館
の
一
部
改
修
を

行
う
。
こ
の
事
業
の
中
で
の

用
地
取
得
、
改
修
工
事
及
び

施
工
監
理
業
務
委
託
の
費
用
。

５
７
０
万
円

水
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業

　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
の

感
染
を
予
防
す
る
た
め
、
生

後
１２
か
月
か
ら
３６
か
月
ま
で

の
幼
児
を
対
象
に
接

種
を
行
う
。
平
成
２６

年
度
に
限
り
、
生
後

３６
か
月
に
至
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
生
後
６０

か
月
ま
で
の
幼
児
は

１
回
接
種
で
き
る
。

接
種
費
用
は
全
額
公

費
。

２
０
３
万
円

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
肺
炎
予
防

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ

る
も
の
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

肺
炎
を
予
防
す
る
。
対
象
者

は
６５
歳
と
、
６０
歳
以
上
６５
歳

未
満
の
者
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
機
能
障
害
を
有
す
る

者
。
自
己
負
担
は
２
５
０
０

円
。
特
例
措
置
と
し
て
５
年

間
は
前
年
度
末
日
に
６４
歳
・

６９
歳
・
７４
歳
・
７９
歳
・
８４
歳
・

８９
歳
・
９４
歳
・
９９
歳
の
者
を

対
象
と
す
る
。
ま
た
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
６５
歳
以
上

の
者
へ
の
補
助
事
業
は
今
年

度
ま
で
実
施
す
る
。

８
４
６
万
円

多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業

　

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
の
た
め
、
日
本
型

直
接
支
払
（
多
面
的
機
能
支

払
）
を
創
設
し
、
地
域
活
動

や
営
農
活
動
に
対
し
支
援
す

る
。
そ
し
て
、
担
い
手
の
負

担
を
軽
減
し
、
構
造
改
革
を

後
押
し
す
る
。

主
な
事
業

産業・建設

５
３
３
万
円

牛
津
公
館
等
修
事
業

　

牛
津
地
区
市
営
住
宅
（
4

団
地
７９
戸
）
の
建
替
に
あ
た

り
、
建
設
予
定
地
周
辺
の
家

屋
事
前
調
査
を
行
う

▲

納
税
者
へ
の
お
返
し
の
カ
タ
ロ
グ

▲地域活動による水路整備

▲整備予定の旧牛津庁舎跡地周辺

▲

改
修
さ
れ
た
様
式
ト
イ
レ

２０１４年１１月号3

予
算
の
な
か
み



（
議
案
第
４７
号
）

　

地
域
に
お
け
る
い
じ
め
防

止
等
の
た
め
の
体
制
づ
く
り

の
た
め
に
条
例
を
整
備
す
る

こ
の
条
例
化
よ
り

・�

小
城
市
い
じ
め
問
題
対
策

連
絡
協
議
会
（
関
係
機
関

及
び
団
体
と
の
連
携
を
図

る
た
め
の
組
織
）

・�

小
城
市
い
じ
め
問
題
専
門

委
員
会
（
い
じ
め
防
止
等

の
た
め
の
対
策
を
実
効
的

に
行
う
た
め
の
組
織
）

・�

小
城
市
い
じ
め
問
題
調
査

委
員
会
（
「
小
城
市
い
じ

め
問
題
専
門
委
員
会
」
が

行
っ
た
調
査
結
果
に
対

し
、
再
調
査
を
行
う
た
め

の
組
織
）
を
設
置
す
る
。

（
議
案
第
４８
号
）

　

晩
婚
化
、出
生
率
の
低
下
、

子
育
て
の
負
担
感
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
急
速
な
少
子
化

が
進
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、

国
は
家
庭
的
保
育
事
業
が
児

童
福
祉
法
に
位
置
付
け
ら
れ

た
市
町
村
に
よ
る
認
可
事
業

と
し
、
設
備
お
よ
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
し
た
。そ
の
た
め
、

小
城
市
に
お
い
て
も
関
連
す

る
基
準
を
定
め
る
た
め
、
新

た
に
条
例
を
定
め
た
。

（
議
案
第
４９
号
）

　

認
可
を
受
け
た
幼
稚
園
、

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
の

施
設
・
事
業
者
か
ら
の
申
請

に
基
づ
き
、
市
町
村
の
確
認

に
よ
り
財
政
支
援
の
対
象
を

決
め
る
「
確
認
制
度
」
が
始

ま
る
。
こ
の
基
準
を
、
各
自

治
体
が
条
例
で
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
た
た
め
、
小
城
市
に

お
い
て
も
新
た
に
条
例
を
定

め
た
。

主
な
議
案

小
城
市
い
じ
め
問
題
対
策

連
絡
協
議
会
等
条
例

小
城
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

小
城
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果

平成２６年 第３回小城市議会定例会議決結果（９月１日〜９月１９日）

議案番号 件　　　　　　　　名 委員会付託 結　　果
諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦について ― 適任（賛成20：反対1）
議案第47号 小城市いじめ問題対策連絡協議会等条例

文

可決（全員賛成）
議案第48号 小城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 可決（全員賛成）

議案第49号 小城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例 可決（全員賛成）

議案第50号 平成25年度小城市一般会計歳入歳出決算認定について

決算
決算審査特別委員会
付託
閉会中の継続審査

議案第51号 平成25年度小城市授産場特別会計歳入歳出決算認定について
議案第52号 平成25年度小城市簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について
議案第53号 平成25年度小城市下水道特別会計歳入歳出決算認定について
議案第54号 平成25年度小城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
議案第55号 平成25年度小城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
議案第56号 平成25年度小城市水道事業会計決算認定について
議案第57号 平成25年度小城市病院事業会計決算認定について
議案第58号 平成26年度小城市一般会計補正予算（第２号） 総・文・産 可決（賛成20：反対1）
議案第59号 平成26年度小城市授産場特別会計補正予算（第1号） 文 可決（全員賛成）
議案第60号 平成26年度小城市簡易水道特別会計補正予算（第1号）

産
可決（全員賛成）

議案第61号 平成26年度小城市下水道特別会計補正予算（第1号） 可決（全員賛成）
議案第62号 平成26年度小城市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

総
可決（全員賛成）

議案第63号 平成26年度小城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決（全員賛成）
議案第64号 平成26年度小城市水道事業会計補正予算（第1号） 産 可決（全員賛成）
議案第65号 平成26年度小城市病院事業会計補正予算（第1号） 文 可決（全員賛成）
報告第５号 平成25年度小城市一般会計継続費精算報告書 ― 了承
意見書第４号 農業・農協改革に関する意見書 ― 可決（全員賛成）
意見書第５号 地方財政の充実・強化を求める意見書 ― 可決（全員賛成）
意見書第６号 手話言語法制定を求める意見書 ― 可決（全員賛成）

意見書第７号 オスプレイの佐賀空港配備に反対する意見書 ― 否決
（賛成３：反対17：退席1）

付託委員会名　総…総務　　文…文教厚生　　産…産業建設　　決算…決算審査特別委員会　　－…委員会付託なし

２０１４年１１月号 4

主
な
議
案

会
議
結
果



平成２６年度 第２回 　臨時会開催
　８月２１日の臨時会で提案された工事請負契約の締結についての３議案（第４４号・第４５号・第４６号）は賛成多
数で可決された。

平成２６年第２回小城市議会臨時会議決結果
議案番号 件　　　　　　　　名 委員会付託 結　　果

議案第44号 工事請負契約の締結について
（（仮）まちなか市民交流プラザ整備事業　建築工事）

―

可決（賛成１７：反対３：欠席1）

議案第45号 工事請負契約の締結について
（（仮）まちなか市民交流プラザ整備事業　電気設備工事） 可決（賛成１７：反対３：欠席1）

議案第46号 工事請負契約の締結について
（（仮）まちなか市民交流プラザ整備事業　機械設備工事） 可決（賛成１８：反対２：欠席1）

意
見
書

（
第
４
号
）

農
業
・
農
協
改
革
に
関
す
る

意
見
書�

（
可
決
）

（
第
５
号
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書�

（
可
決
）

（
第
６
号
）

�

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る

意
見
書�

（
可
決
）

（
第
７
号
）

�
オ
ス
プ
レ
イ
の
佐
賀
空
港
配
備
に

反
対
す
る
意
見
書�

（
否
決
）

　
小
城
市
の
人
権
擁
護
委
員

が
平
成
26
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の

で
、
後
任
者
を
推
薦
す
る
必

要
が
あ
り
、
後
任
の
委
員
に

大
野
良
子
氏
を
適
任
と
認
め

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

諮
問
第
４
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦大野　良子 氏

議案等の賛否一覧
中島正之議長は採決には加わりません

議員名

議案番号

松
並　
陽
一

永
渕　
和
正

西　
　
正
博

光
岡　
　
実

富
永　
正
樹

諸
泉　
定
次

樋
渡　
邦
美

中
島　
正
樹

江
島
佐
知
子

深
川　
高
志

市
丸　
典
夫

岸
川　
英
樹

上
瀧　
政
登

香
月
チ
エ
ミ

合
瀬　
健
一

松
尾　
義
幸

堤　
　
克
彦

平
野　
泰
造

下
村　
仁
司

北
島　
文
孝

大
坪　
德
葊

議案第44号 ○ ● ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○

議案第45号 ○ ● ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○

議案第46号 ○ ● ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
○：賛成　●：反対　欠：欠席

（仮）まちなか市民交流プラザに対する予定価格の設定のあり方や事業費が膨れあがったことなどに
対する議論があった。

討 論

議案等の賛否一覧（全会一致以外のみ掲載）
中島正之議長は採決には加わりません

議員名

議案番号

松
並　
陽
一

永
渕　
和
正

西　
　
正
博

光
岡　
　
実

富
永　
正
樹

諸
泉　
定
次

樋
渡　
邦
美

中
島　
正
樹

江
島
佐
知
子

深
川　
高
志

市
丸　
典
夫

岸
川　
英
樹

上
瀧　
政
登

香
月
チ
エ
ミ

合
瀬　
健
一

松
尾　
義
幸

堤　
　
克
彦

平
野　
泰
造

下
村　
仁
司

北
島　
文
孝

大
坪　
德
葊

諮問第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第58号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
意見書第７号 ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● － ● ○ ● ● ● ● ●

○：賛成　●：反対　－：退席

意見書第７号「オスプレイの佐賀空港配備に反対する意見書」ついては、国からの説明が不十分で、
議論するための材料がなく、判断するには時期尚早であるという内容の反対討論がなされた。

討 論

２０１４年１１月号5

意
見
書
・
人
事

議
案
の
賛
否

第
２
回
臨
時
会



委 員 会 報 告 　９月９日の本会議において、各常任委員会に付託された議
案審査は、慎重な審査の結果、全議案について可決した。

　
　
　
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
取
り
替
え
る
事
業
に
つ

い
て
区
長
会
に
十
分
説
明
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　

区
長
会
で
予
算
に
限
り
が
あ
る
の
で
要
望
が
多
い

場
合
は
全
体
で
調
整
し
て
い
く
と
説
明
し
て
い
た
が
、
十

分
で
は
な
か
っ
た
。
次
年
度
以
降
も
制
度
を
精
査
し
て
継

続
し
て
い
く
。

　
　
　
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
は
一
般
的
に
年
金
か
ら
の

差
引
き
に
な
っ
て
い
る
が
納
付
が
遅
れ
た
と
い
う
理
由
は
。

　
　
　

自
営
業
の
方
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
は
、
普
通

徴
収
も
あ
る
た
め
翌
年
度
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
の
運
営
状
況
は
。

　
　
　

観
光
協
会
に
委
託
し
て
い
る
。
お
礼
の
品
物
は
地

域
の
商
工
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
バ
ラ
ン
ス
を

う
ま
く
取
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

総

務

常

任

委

員

会

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
現
牛
津
公
民
館
は
廃
止
の
予
定
だ
っ
た
の
が
、
な

ぜ
引
続
き
公
民
館
と
し
て
使
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　

牛
津
公
民
館
の
改
修
検
討
委
員
会
で
、
現
在
活
動

し
て
い
る
社
会
教
育
団
体
の
活
動
の
場
を
な
く
さ
な
い
で

欲
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
旧
議
会
棟
を
改
修
し
て
も

部
屋
数
が
不
足
す
る
状
況
で
あ
る
た
め
、
現
公
民
館
も
活

用
し
た
い
。

　
　
　
駐
車
場
の
借
地
は
市
長
は
返
却
す
る
と
説
明
し
て

い
た
が
、
い
つ
か
ら
購
入
に
変
わ
っ
た
の
か
。

　
　
　

旧
議
会
棟
を
公
民
館
と
し
て
改
修
し
て
再
利
用
す

る
計
画
だ
っ
た
。

　

そ
の
時
に
現
公
民
館
の
建
物
に
つ
い
て
は
解
体
し
借
地

も
返
す
予
定
だ
っ
た
が
、
今
回
現
公
民
館
を
残
す
こ
と
に

な
り
、
有
効
的
に
使
う
と
な
れ
ば
駐
車
場
は
必
要
で
土
地

の
購
入
を
決
定
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
小
城
本
町
地
区
の
公
共
下
水
道
事
業
は
県
道
の
道

路
改
良
工
事
に
合
わ
せ
て
前
倒
し
で
施
工
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
工
事
内
容
か
。

　
　
　

現
在
、
小
城
駅
か
ら
北
へ
県
道
の
拡
幅
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
。
今
回
２
工
区
目
の
部
分
の
用
地
買
収
が
終

わ
り
、
県
が
平
成
２７
年
度
か
ら
事
業
を
始
め
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
前
に
歩
道
部
分
に
下
水
道
管
を
埋
設

す
る
作
業
を
平
成
２６
年
度
中
に
行
う
と
土
木
事
務
所
と
協

議
を
し
て
い
る
。

　
　
　
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金
に
つ
い
て
、
小
城
市

内
で
取
り
組
ん
で
い
る
組
織
数
と
法
律
改
正
に
対
す
る
取

り
組
み
は
。

　
　
　

取
り
組
ん
で
い
る
集
落
は
、
小
城
町
６０
・
三
日
月

町
４１
・
牛
津
町
２１
・
芦
刈
町
２９
で
あ
る
。
平
成
２６
年
度
は

移
行
期
間
で

平
成
２７
年
度

か
ら
法
制
化

さ
れ
、
５
カ

年
間
の
事
業

と
な
る
。
農

地
水
交
付
金

事
業
の
組
織

か
ら
多
面
的

機
能
交
付
金

事
業
の
組
織

へ
の
移
行
申

請
を
行
っ
て

い
る
。 産

業
建
設
常
任
委
員
会

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲お礼の品の一例

▲多面的機能支払い交付金による整備中の水路

▲社会教育施設として存続することになった
現牛津公民館

２０１４年１１月号 6
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土
砂
災
害
に
つ
い

て
、
小
城
市
の
防
災
の
現
状

と
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
取
り
組
み
は
。

　
　
　

現
在
、
県
で
は
土
砂

災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
警

戒
区
域
や
特
別
警
戒
区
域
の

指
定
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ

て
い
る
が
、
小
城
市
内
の
指

定
ま
で
は
ま
だ
至
っ
て
い
な

い
。

　

現
段
階
で
は
、
土
砂
災
害

危
険
箇
所
と
し
て
、
そ
の
範

囲
を
示
し
、
周
知
が
図
ら
れ

て
い
る
。

　

な
お
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
区
域
の
指
定
を
受
け
た
と

こ
ろ
は
、
の
り
面
の
保
護
や

ブ
ロ
ッ
ク
積
等
の
対
策
が
取

ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

県
下
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
の
指
定
の
進
捗
率
は

約
３０
％
と
聞
く
が
我
が
小
城

市
へ
の
予
定
は
。

　
　
　
　
　

小
城
市
を
管
轄

す
る
佐
賀
土
木
事
務
所
に
よ

る
と
、
現
在
、
佐
賀
市
と
多

久
市
の
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
小
城
市
に
は
、
本
年
度

か
ら
基
礎
調
査
に
入
る
と
の

こ
と
。

そ
の
他
の
質
問

○�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
入
所
待
機
者
の
現
状

○�

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
と
活
用

○�

ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
と
マ
ダ

ニ
の
人
へ
の
影
響
と
対
策

○�

水
循
境
基
本
法
に
関
し
て

光
岡

市
長

光
岡

福
祉
部
長

建
設
部
長

土
砂
災
害
へ
の
取
り
組
み
は

市
長
土
砂
災
害
危
険
箇
所
を
示
し
、
周

知
を
し
て
い
る

光岡　実

　
　
　

消
防
団
員
の
確
保
対

策
に
は
団
員
の
待
遇
改
善
と

地
域
や
家
族
の
理
解
が
必
要

と
思
う
が
。

　
　
　

合
併
時
は
訓
練
の
み

費
用
弁
償
と
し
て
手
当
を
支

給
し
て
い
た
が
、
２５
年
度
よ

り
行
方
不
明
者
の
捜
索
ま
た

本
年
度
よ
り
火
災
、
風
水
害

の
出
動
に
も
支
給
す
る
よ
う

改
善
し
た
。
ま
た
消
防
団
の

活
動
等
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
。

　
　
　

３
月
議
会
に
お
い
て

農
業
用
の
道
路
や
用
排
水
路

に
つ
い
て
受
益
者
負
担
が

５
％
か
ら
１０
％
に
変
更
す
る

条
例
が
提
出
さ
れ
否
決
さ
れ

た
が
今
後
ど
う
す
る
か
。

　
　
　
　
　

多
く
の
要
望
に

対
応
す
る
た
め
区
長
会
等
に

負
担
割
合
の
説
明
に
廻
っ
て

い
る
。

　
　
　

３
月
議
会
で
な
ぜ
否

決
さ
れ
た
と
思
う

の
か
。
ま
た
部
内

で
検
討
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　

住
民

に
対
す
る
説
明
不

足
で
あ
る
と
痛
感

し
た
。

　
　
　

環
境
事
業

に
は
他
に
も
４
つ

の
事
業
が
有
る
が

農
業
農
村
整
備
事

業
だ
け
を
１０
％
に
上
げ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
農
道
や
用

排
水
路
を
整
備
す
る
の
に
地

元
の
負
担
は
平
等
に
す
る
の

が
行
政
の
努
め
で
は
な
い

か
、こ
れ
が
反
対
の
理
由
だ
。

　
　
　

市
単
独
事
業
だ
か
ら
。

北
島

市
長環

境
整
備
事
業

光
岡
北
島

部
長
産
業
部
長

光
岡
北
島

部
長
部
長
産
業
部
長

光
岡
北
島

市
長

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
策
は

市
長
消
防
団
員
の
活
動
実
態
に
合
わ
せ

て
見
直
し
て
い
る

北島　文孝

▲夏季訓練（小型ポンプ操法訓練）

▲山間地帯における土砂災害状況

一一 般般 質質 問問市政を問う 一一 般般 質質 問問市政を問う
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７
月
３
日
の
大
雨

で
、
砥
川
小
学
校
付
近
の
国

道
３４
号
線
と
砥
川
保
育
所
裏

が
冠
水
し
た
。
そ
の
対
策
は

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

牛
津
町
柳
鶴
の
満
神

排
水
機
場
の
排
水
容
量
と
各

排
水
ポ
ン
プ
場
間
の
稼
動
連

携
が
必
要
。
砥
川
保
育
所
裏

の
冠
水
対
策
は
担
当
課
と
協

議
し
て
対
応

し
て
い
く
。

　
　
　

満
神

排
水
機
場
の

排
水
能
力

ア
ッ
プ
が
必

要
で
は
な
い

か
。

　
　
　

排
水

ポ
ン
プ
を
設

置
し
た
時
期

と
気
象
情
況

が
変
わ
っ
て

い
る
。
排
水

ポ
ン
プ
の
増

設
に
つ
い
て
国
等
に
申
し
入

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　

小
城
町
門
前
地
区
の

未
整
備
の
排
水
樋
門
４
か

所
、
樋
管
５
か
所
と
水
路
の

狭き
ょ
う

隘あ
い

部
の
改
修
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

県
で
取
り
組
め

な
い
か
中
部
農
林
事
務
所
に

相
談
し
て
い
る
。

　
　
　

牛
津
町
前
満
江
地
区

内
の
水
路
整
備
は
い
つ
完
了

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

地
元
と
協
議

し
、
予
定
し
て
い
る
前
満
江

排
水
機
場
の
完
成
ま
で
に
水

路
整
備
を
完
了
す
る
。

永
渕

市
長

永
渕

市
長

永
渕

産
業
部
長

永
渕

産
業
部
長

災
害
か
ら
市
民
を
守
る
方
策
は

市
長
防
災
対
策
室
で
監
視
を
し
対
策
を

講
じ
て
い
る

永渕　和正

▲７月３日の大雨で冠水した国道３４号砥川小付近

　
　
　

不
登
校
に
な
っ
た
原

因
を
す
べ
て
把
握
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

情
緒
的
な
混
乱
に

よ
る
も
の
、
無
気
力
に
よ
る

も
の
、
い
じ
め
を
除
く
友
人

関
係
、
家
庭
的
な
状
況
、
学

業
不
振
、
非
行
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
　
　

い
じ
め
で
不
登
校
に

な
っ
た
子
ど
も
は
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

不
登
校
の

原
因
に
い
じ
め
は
な
い
。

　
　
　

い
じ
め
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
安
心
し
た
が
、
不

登
校
児
の
確
認
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

家
庭
訪
問
を
行

い
、
本
人
の
確
認
を
し
て
い

る
。

　
　
　

旧
議
会

棟
が
牛
津
公
民

館
に
改
修
予
定

で
あ
る
が
、
現

公
民
館
は
残
す

必
要
が
あ
る
の

か
。

　
　
　
　

２３
団

体
が
活
動
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ

に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
残
し

て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
、

残
す
こ
と
と
し
た
。

合
瀬

教
育
長

合
瀬

学
校
教
育
課
長

合
瀬

教
育
長

旧
牛
津
庁
舎

北
別
館
を
残

す
必
要
は
あ

る
の
か

合
瀬

教
育
長 不

登
校
児
対
策
は
万
全
か

教
育
長
子
ど
も
一
人
一
人
に
対
し
て

深
く
把
握
し
て
い
る

合瀬　健一

▲牛津庁舎北別館は必要か
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市
内
の
国
県
道
、
市

道
に
つ
い
て
、
市
道
の
多
く

は
舗
装
し
て
４０
年
以
上
経
過

し
劣
化
が
進
ん
で
い
る
状
況

で
あ
り
、
部
分
的
補
修
を

行
っ
て
き
た
が
、
地
域
住
民

の
往
来
や
一
般
車
両
の
通
行

に
危
険
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
を
利
用
し
て
舗
装

補
修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

市
内
の
道
路
管
理
、
補
修
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

国
県
道
に
つ
い
て

は
、
道
路
の
沈
下
や
剪
定
不

足
で
の
視
界
不
良
箇
所
、
住

民
か
ら
直
接
連
絡
を
受
け
た

箇
所
に
つ
い
て
、
国
県
に
連

絡
し
対
応
し
て
い
る
。

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
道
路

の
舗
装
補
修
、路
肩
の
補
修
、

路
肩
の
除
草
、
側
溝
清
掃
等

を
地
元
の
方
と
連
携
し
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
月
に
１
回

定
期
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、

現
状
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

　
　
　

大
雨
時
の

冠
水
に
よ
る
県
道

牛
津
川
上
線
の
通

行
止
め
に
対
す
る

市
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　

三
日

月
の
一
号
排
水
路

の
ゲ
ー
ト
調
整
は

下
流
域
と
の
調
整

を
し
な
が
ら
ゲ
ー

ト
調
整
を
や
っ
て

い
る
。
今
回
の

場
合
、
下
流
域
の

福
所
江
の
水
量
が
非
常
に
多

か
っ
た
の
が
原
因
と
考
え
て

い
る
。

深
川

市
長

深
川

産
業
部
長 道

路
管
理
と
維
持
補
修
の
状
況
は

市
長
傷
み
が
ひ
ど
い
路
線
か
ら
順
に
補

修
を
計
画
し
て
い
る

深川　高志

　
　
　

も
し
も
、
１
０
０
㎜

の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
降
っ
た
場

合
、
小
城
市
の
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
箇
所
対
策
や
土
石
流

危
険
渓
流
対
策
は
。

　
　
　

警
戒
す
べ
き
２
１
２

か
所
の
中
で
、
３９
か
所
は
砂

防
三
法
の
指
定
を
受
け
完

了
、
１６
か
所
は
県
の
補
助
事

業
で
随
時
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
県
の
指
定
を
受
け

取
り
組
む
。

　
　
　

県
は
ど
の
よ
う
に
指

定
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

基
本
的
に
急
傾

斜
地
の
指
定
は
災
害
が
発
生

し
た
所
を
県
が
指
定
し
、

工
事
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

三
里
地
区
の

或
る
急
傾
斜
地
で
は

日
ご
ろ
か
ら
石
が
落

ち
て
き
た
り
、
大
雨

の
時
は
す
ご
い
水
量

が
家
の
庭
を
流
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
対
策

工
事
は
さ
れ
て
い
な
い
。

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

広
島
の
土
石
流

災
害
後
、
県
と
の
協
議
で
は

来
年
し
か
で
き
な
い
。

　
　
　

牛
津
川
堤
防
沿
線
の

水
路
整
備
は
。

　
　
　
　
　

武
雄
河
川
事
務

所
か
ら
は
、
市
の
事
業
と
し

て
整
備
す
る
よ
う
回
答
を
受

け
て
い
る
。

　
　
　

県
営
ク
リ
ー
ク
防
災

事
業
の
反
省
点
と
改
善
策
は
。

　
　
　
　
　

水
路
の
畦け

い

畔は
ん

や

の
り
面
の
崩
壊
、
残
土
処
分

な
ど
取
り
組
み
、
改
善
策
は

県
と
協
議
中
。

下
村

市
長

下
村

建
設
部
長下

村

建
設
部
長

ク
リ
ー
ク
と
水
路
整
備

に
つ
い
て

下
村

産
業
部
長

下
村

産
業
部
長

小
城
市
の
土
砂
災
害
対
策
は

市
長
時
間
雨
量
１
０
０
㎜
超
え
で
、
土
砂

災
害
が
相
当
起
き
る
と
予
想
す
る

下村　仁司
▲ゲリラ豪雨による土砂災害現場

▲大雨時通行止めとなった県道牛津川上線（牛津町乙柳地区）
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砥
川
地
区
の
抜
本
的

な
水
害
対
策
は
。

　
　
　

本
年
７
月
と
８
月
の

大
雨
時
、
水
害
が
発
生
し
満

神
ポ
ン
プ
場
も
フ
ル
稼
動
し

た
が
、
道
路
等
が

冠
水
し
農
作
物
も

被
害
が
出
た
。
市

内
の
排
水
機
は
３０

年
以
上
経
過
し
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
牛
津
川
の
河

川
改
修
は
少
し
ず

つ
進
ん
で
は
い
く

が
、
根
本
的
な
こ

と
は
早
く
内
水
面

の
雨
水
を
排
水
す

る
こ
と
だ
と
思
わ

れ
る
。
満
神
の
排

水
機
能
を
高
め
る

た
め
に
国
、
県

に
対
し
て
強
く
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
　

Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
柳
鶴

第
３
踏
切
の
安
全
対
策
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
　

こ
こ
は
カ
ー
ブ
に

な
っ
て
お
り
大
変
見
通
し
が

悪
い
。
改
善
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
や
県

と
よ
く
協
議
を
し
て
解
決
に

努
力
し
た
い
。

　
　
　

現
在
１
４
７
本
の
電

車
が
通
過
し
て
い
る
が
、
フ

リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
が
走

れ
ば
１
９
０
本
に
な
る
。
早

急
に
安
全
性
の
確
保
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
九
州
、
県

と
も
技
術
的
な
課
題
等
に
つ

い
て
協
議
は
し
た
。

上
瀧

市
長

Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
柳
鶴
第

３
踏
切
に
つ
い
て

上
瀧

市
長

上
瀧

総
務
部
長

砥
川
地
区
の

�

抜
本
的
な
水
害
対
策
は

市
長
国
・
県
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て

い
く

上瀧　政登

▲排水能力アップを求められる満神排水機場

　
　
　

２６
年
３
月
に
決
定
さ

れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
エ

リ
ア
４
地
区
」
の
開
発
計
画

は
ど
う
進
め
ら
れ
て
い
く
の

か
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
エ

リ
ア
に
、
小
城
町
は
定
住
促

進
が
望
ま
れ
る
「
三
里
地

区
」、
三
日
月
町
は
開
発
が

見
込
ま
れ
る
「
小
城
駅
南
地

区
」、
牛
津
町
は
市
営
住
宅

建
設
が
予
定
さ
れ
た
「
牛
津

駅
南
地
区
」、
芦
刈
町
は
有

明
海
沿
岸
道
路
の
「
芦
刈
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
」
を

選
定
し
た
。
現
在
、
土
地
利

用
検
討
部
会
を
庁
内
で
開
催

し
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部

や
都
市
計
画
審
議
会
に
て
審

議
し
決
定
す
る
。

　
　
　

跡
地
は
芝
生
を
植
え

て
緑
地
、
一
部
は
公
民
館
や

体
育
館
の
駐
車
場
に
決
め
ら

れ
た
理
由
は
。

　

跡
地
は
Ｊ
Ｒ
の
牛
津
駅
、

国
道
が
２
本
通
っ
て
い
る
非

常
に
交
通
の
便

も
よ
く
、
今
後

も
利
活
用
の
方

策
の
検
討
を
。

　
　
　

財
政
圧

迫
の
要
因
と

な
る
た
め
解
体

し
、
更
地
に
す

る
。
一
部
緑
地

と
し
て
の
整
備

は
、
地
区
住
民

の
代
表
及
び
区

長
会
の
要
望
に
沿
っ
た
形
に

も
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○�

教
育
方
針
に
つ
い
て

○�
小
中
一
貫
校
へ
の
取
り
組
み

○�
フ
ッ
化
物
洗
口
対
応

○�
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

岸
川

市
長

旧
牛
津
庁
舎
跡
地
の

利
用
に
つ
い
て

岸
川

市
長

各
町
の
開
発
地
区
の

�

取
り
組
み
状
況
は

市
長
７
月
に
第
１
回
土
地
利
用
検
討
部

会
を
実
施

岸川　英樹

▲緑地・駐車場に整備される旧牛津庁舎跡地
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平
成
２５
年
度
小
城
市

の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
主

な
財
政
指
標
の
動
向
は
。

　
　
　
　
　

経
常
収
支
比

率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
財

政
力
指
数
、
そ
れ
ぞ
れ
悪
化

傾
向
に
な
っ
て
い
る
。た
だ
、

他
団
体
と
比
べ
れ
ば
ほ
ぼ
平

均
的
な
位
置
と
思
う
。

　
　
　

①
実
質
公
債
費
比
率

に
つ
い
て
元
利
償
還
金
等
は

今
後
減
る
か
。
見
通
し
は
。

②
一
時
借
入
金
利
子
に
つ
い

て
、
何
の
目
的
で
ど
こ
か
ら

借
り
た
も
の
か
。

③
将
来
負
担
比
率
に
つ
い

て
「
一
般
会
計
等
が
将
来
負

担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
額

が
、
充
当
可
能
財
源
を
下
回

る
た
め
良
好
な
状
態
」
と
し

て
赤
字
額
は
な
し
、
と
い
う

が
今
後
下
水
道
の
事
業
実
施

等
に
伴
っ
て
、
公
営
企
業
債

等
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
な

か
で
、
将
来
負
担
額
は
減
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

①
合
併
特
例
債

の
償
還
額
は
年
々
増
加
し
、平

成
３２
年
度
に
ピ
ー

ク
に
な
る
見
込
み
。

②
支
払
い
時
の
不

足
分
を
基
金
か
ら

借
り
入
れ
た
も
の
。

③
現
状
で
は
、
充

当
可
能
財
源
の
中

に
鉱
害
復
旧
基
金

が
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
の
指

導
で
入
れ
て
も
い

い
と
い
う
形
の
中

で
算
出
し
て
い
る
の
で
、
将

来
負
担
額
よ
り
も
充
当
可
能

財
源
が
大
き
く
な
り
、
マ
イ

ナ
ス
表
示
と
な
る
。

そ
の
他
の
質
問

○�
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
対

策
に
つ
い
て

香
月

総
務
部
長

香
月

財
政
課
長 財

政
の
健
全
化
に

�

臨
む
留
意
点
は

市
長
財
政
健
全
化
判
断
比
率
を
見
定
め

注
目
し
対
応
す
る

香月チエミ

　
　
　

現
在
の
小
城
市
の
可

燃
ご
み
の
総
量
は
年
間
約
１

万
５
０
０
ト
ン
で
、
焼
却
の

た
め
の
キ
ロ
当
た
り
の
燃
料

費
３０
・
４５
円
を
か
け
れ
ば
約

３
億
２
，０
０
０
万
円
が
炉

の
中
で
灰
に
な
る
構
図
だ
。

そ
の
中
で
「
生
ご
み
」
は
大

体
３
割
程
度
の
量
を
占
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
約
１

億
円
強
の
大
事
な
市
民
の
血

税
が
何
も
生
み
出
す
こ
と
な

く
灰
に
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
伊
万
里
は
ち
が
め
プ

ラ
ン
が
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
の
、
生
ご
み
の
堆
肥
化

へ
思
い
切
っ
て
シ
フ
ト

し
て
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。
同
法
人
は
現

在
２
５
０
軒
分
年
間
５

０
０
ト
ン
の
生
ご
み
か

ら
、
な
ん
と
６
割
に
当

た
る
、
３
０
０
ト
ン
の

堆
肥
を
つ
く
り
販
売
し

て
い
る
。

　
　
　

は
ち
が
め
プ
ラ

ン
の
大
規
模
な
処
理
の

仕
方
と
か
、
今
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
「
く
う

た
く
ん
」
そ
れ
か
ら
段
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と
か
い
ろ
い

ろ
あ
る
が
、
生
ご
み
の
処
理

と
い
う
の
は
、
手
間
暇
を
か

け
ず
に
簡
単
に
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
一
番
で
、
臭
く
な

ら
な
い
、
虫
が
湧
か
な
い
状

況
で
簡
単
に
で
き
る
方
法
と

し
て
、
自
ら
も
取
り
組
み
中

の
小
城
市
が
今
進
め
て
い
る

間
伐
材
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

家
庭
で
や
っ
て
も
ら
う
方
法

が
一
番
ベ
ス
ト
と
思
っ
て
お

り
、
小
城
市
と
し
て
は
、
こ

の
や
り
方
を
ぜ
ひ
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○�

生
ご
み
教
育
の
推
進
に
つ

い
て

富
永

市
長 小

城
市
の
め
ざ
す

�

生
ご
み
の
堆
肥
化
は

市
長
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
の
処
理

方
法
を
広
げ
た
い

富永　正樹▲生ごみの堆肥化に取り組む「伊万里はちがめプラン」

▲財政は健全か（小城市役所）
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一
般
質
問



　
　
　

①
子
ど
も
の
歯
の
健

康
状
態
は
生
涯
の
健
康
に
大

き
く
影
響
し
て
く
る
。
１２
歳

児
の
小
城
市
の
む
し
歯
の
状

況
は
全
国
・
佐
賀
県
の
平
均

よ
り
も
数
が
多
い
。
健
康
診

断
で
出
さ
れ
る
治
療
勧
告
書

を
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

②
小
学
校
ま
で
導
入
さ
れ
て

い
る
学
校
で
の
フ
ッ
化
物
洗

口
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
１
０

０
％
の
児
童
が
実
施
し
て
い

る
が
、
中
学
校
で
も
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

①
保
護
者
に
対
し

て
治
療
勧
告
書
で
お
願
い
を

し
て
い
る
が
実
施
率
は
３５
％

程
度
と
な
っ
て
い
る
。
治
療

を
促
す
よ
う
も
っ
と
徹
底
し

て
い
き
た
い
。

②
学
校
保
健
行
為
と
い
う
位

置
づ
け
で
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
実
施
し
て
い

く
。

　
　
　

来
年
度
か

ら
子
ど
も
子
育
て

新
制
度
が
実
施
さ

れ
る
な
か
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
充
実
も
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。

①
高
学
年
の
受
入
に
つ
い
て
。

②
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
。

③
土
曜
日
の
毎
週
開
設
に
つ

い
て
。

　
　
　
　

①
今
の
施
設
で
は

無
理
な
状
態
。
２８
年
度
か
ら

の
実
施
に
向
け
て
整
備
し
て

い
く
。

②
喫
緊
の
課
題
と
し
て
学
校

側
と
も
調
整
し
て
い
く
。

③
毎
週
開
設
に
向
け
て
検
討

し
て
い
る
。

○
小
城
祇
園
祭
七
百
年
祭
に

向
け
て

江
島

教
育
長

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
充

実
を

江
島

教
育
長

そ
の
他
の
質
問

む
し
歯
予
防
の
促
進
を

江島佐知子
▲�フッ化物洗口による虫歯予防

　
　
　

平
成
２６
年
度
小
城
市

の
教
育
白
書
の
中
で
、
各
学

校
施
設
等
の
整
備
が
進
み
学

力
の
向
上
、
各
種
教
育
の
充

実
、
施
設
内
の
向
上
を
示
さ

れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち

の
体
力
の
向
上
や
知
識
の
向

上
に
つ
い
て
乏
し
い
感
じ
は

し
な
い
か
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
は
ハ
ー

ド
面
、
Ｉ＊
Ｃ
Ｔ
、
い
ろ
ん
な

学
校
施
設
は
拡
充
し
て
き

た
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活
や

学
力
、
ま
た
家
庭
の
経
済
格

差
の
中
で
さ
ま
よ
う
子
ど
も

た
ち
の
心
の
ケ
ア
な
ど
を
改

善
し
て
い
く
。

＊
Ｉ
Ｃ
Ｔ
…�

情
報
通
信
技
術
の

総
称

　
　
　

教
育
方
針
の
中
で
い

じ
め
ゼ
ロ
宣
言
、
体
罰
ゼ
ロ

宣
言
を
揚
げ
て
あ
る
が
体
罰

は
近
年
何
件
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
体
罰
の
規
定
は
。

　
　
　
　

２３
年
、
２４

年
度
が
ゼ
ロ
で
２５
年

度
に
１
人
発
生
し
て

い
る
。
体
罰
の
規

定
は
懲
戒
の
内
容
が

身
体
的
性
質
な
も
の

で
、
殴
る
蹴
る
の
肉

体
的
苦
痛
を
与
え
る

よ
う
な
懲
戒
、
ま
た

長
時
間
の
正
座
や
特

定
の
姿
勢
な
ど
も
体

罰
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　

今
、
市
民
病

院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
わ

れ
て
い
る
が
。

　
　
　

病
院
管
理
者
に
方
向

性
の
検
討
を
指
示
し
て
い
る
。

樋
渡

教
育
長

樋
渡

教
育
長

市
民
病
院
の
あ

り
方
は

樋
渡

市
長

こ
れ
か
ら
の
小
城
市
の

�

教
育
目
標
は

樋渡　邦美

教
育
長
子
ど
も
た
ち
の
生
活
と
か
学
力

向
上
等
々
を
目
指
し
て
い
く

教
育
長
フ
ッ
化
物
洗
口
を
中
学
校
ま

で
導
入
し
て
い
く

▲小城市民病院
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①
７
月
３
日
の
土
の

う
積
み
箇
所
と
原
因
は
。
②

牛
津
町
生
立
ヶ
里
の
団
地
２

か
所
の
土
の
う
積
み
箇
所
の

抜
本
的
対
策
は
。
③
小
城
町

中
町
信
号
東
側
の

冠
水
対
策
は
。
④

土
砂
災
害
警
戒
区

域
の
指
定
は
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

①
生
立
ヶ
里
、

小
城
町
門
前
、
芦

刈
町
下
古
賀
に
土

の
う
を
積
み
、
原

因
の
一
番
は
、
時

間
雨
量
２０
㎜
以
上

の
雨
が
４
時
間
以

上
続
い
た
た
め
。

②
福
所
江
の
水
位

が
満
潮
と
重
な

り
、
三
日
月
一
号
排
水
路
へ

の
排
水
を
５
時
間
中
断
し
た

た
め
。
③
大
雨
で
急
激
に
水

量
が
増
加
し
、
農
業
用
水
路

か
ら
水
が
あ
ふ
れ
た
。
④
今

年
度
か
ら
県
に
よ
る
基
礎
調

査
が
始
ま
る
。

　
　
　

生
立
ヶ
里
は
、
以
前

は
土
の
う
積
み
箇
所
に
ア
ス

カ
ー
ブ
が
設
置
さ
れ
て
い

た
。
道
路
嵩
上
げ
の
抜
本
策

を
求
め
る
。
当
面
は
、
ア
ス

カ
ー
ブ
を
設
置
せ
よ
。

　
　
　
　
　

地
元
か
ら
の
要

望
も
あ
り
、
設
置
に
向
け
て

協
議
を
し
て
い
る
。

○
オ
ス
プ
レ
イ
の
佐
賀
空
港

配
備
に
つ
い
て

○
三
日
月
町
立
石
集
落
西
側

の
水
路
の
樋
門
の
改
修
に

つ
い
て

松
尾

産
業
部
長

建
設
部
長

松
尾

建
設
部
長

そ
の
他
の
質
問

生う

立り
ゅ
う

ヶが

里り

の

�

土
の
う
積
み
箇
所
対
応
は

市
長
ア＊

ス
カ
ー
ブ
設
置
で
地
元
と
協
議

し
て
い
る

松尾　義幸

　
　
　

公
民
館
の
小
会
議
室

の
冷
暖
房
費
が
１
時
間
あ
た

り
３
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
ど
こ
で
決
め
た
の
か
。

　
　
　

合
併
前
に
、
合
併
協

議
会
の
社
会
教
育
分
科
会
の

中
に
お
い
て
決
定
し
た
。
旧

町
で
は
設
定
金
額
に
お
い

て
、
１
時
間
２
５
０
円
か
ら

５
２
０
円
と
、
大
変
違
い
が

あ
っ
た
。
そ
の
料
金
を
も
と

に
協
議
を
重
ね
て
決
定
を

し
、
現
在
の
料
金
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

他
の
市
町
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
武
雄
市
の
北
方
公

民
館
が
７
５
０
円
と
突
出
し

て
い
る
が
、
佐
賀
市
が
１
０

０
円
、
唐
津
市
１
０
０
円
、

鳥
栖
市
２
０
０
円
、
鹿
島
市

２
０
０
円
、
嬉
野
市
１
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。
小
城
市

の
３
０
０
円
と
い
う
の
は
他

市
と
比
べ
る
と
、
や
や
高
い

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

施
設
の
規
模
や
用

途
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
総

合
的
に
見
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
が
判

断
を
さ
れ
て
い
る
と

思
う
。

　
　
　

利
用
さ
れ
る

方
が
他
市
と
の
差
に

不
満
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
が
ど
う
す
る
。

　
　
　
　

施
設
の
改

修
の
費
用
か
ら
維
持

管
理
、
ま
た
人
件
費

な
ど
一
定
の
金
額
が

か
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

そ
の
一
部
に
つ
い
て
負
担
を

お
願
い
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○�
税
の
徴
収
に
つ
い
て

市
丸

市
長

市
丸

副
市
長

市
丸

副
市
長 公

共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て

市
長
合
併
協
議
会
の
中
で
決
定
し
た

市丸　典夫

▲公民館利用者の活動風景

▲以前は設置されていた生立ヶ里のアスカーブ

＊アスカーブ…路面の雨水を路肩に集め排水溝まで雨水を誘導させる道路構造物
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国
の
胃
が
ん
検
診
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
２
０
１
３
年

版
に
、
ピ
ロ
リ
菌
は
胃
が
ん

発
症
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
ピ

ロ
リ
菌
の
除
菌
に
も
保
険
適

用
が
認
め
ら
れ
た
。
胃
が
ん

検
診
を
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で

レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る
検
査
方

法
か
ら
内
視
鏡
に
よ
る
リ
ス

ク
検
査
に
変
更
さ
れ
た
市
も

あ
る
が
、
小
城
市
が
変
更
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
市
が

実
施
す
る
健
康
診
断
で
行
わ

れ
る
血
液
検
査
の
中
に
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
市
民
が
選
択

で
き
る
よ
う
な
制
度
を
整
え

て
も
良
い
の
で
は
。

　
　
　

胃
が
ん
検
診
の
受
診

率
は
、県
内
で
は
上
位
だ
が
、

年
々
下
降
傾
向
に
あ
り
、
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
方
法
と
し

て
、
血
液
や
尿
や
便
か
ら
抗

体
や
抗
原
の
検
査
、
ま
た
呼

気
検
査
な
ど
が
あ
る
が
、
国

の
動
き
を
見
な
が
ら
、
必
要

な
対
策
を
図
り
た
い
。

　
　
　

胃
が
ん

の
年
間
治
療
費

が
一
人
当
た
り

平
均
約
２
７
０

万
円
か
か
っ
て

お
り
、
医
療
費

の
削
減
に
も
十

分
な
効
果
が
あ

る
と
思
う
が
。

　
　
　

国
の
対

応
に
期
待
を
し

て
、
市
と
し
て

し
っ
か
り
と
補

助
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○�

安
心
安
全
な
道
路
の
あ
り

方
と
問
題
点
に
つ
い
て

○
市
の
環
境
施
策
に
つ
い
て

西市
長

西市
長

胃
が
ん
予
防
対
策
に

�

ピ
ロ
リ
菌
検
査
導
入
を

市
長
国
の
動
き
を
見
な
が
ら
、
必
要
な

対
策
を
図
り
た
い

西　　正博

　
　
　

平
成
２１
年
６
月
に
県

内
初
の
認
定
を
受
け
て
着
手

し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
の
中
で
、
最
優
先
事
業
の

（
仮
）ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
の
維
持
管
理
と
運
営
主

体
等
の
現
状
、
経
費
試
算
、

今
後
の
予
算
と
計
画
は
ど
う

な
る
の
か
。

　
　
　

中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
お
い
て
計
画
し

て
い
た
よ
う
に
第
三
セ
ク

タ
ー
「
株
式
会
社
ま
ち
づ
く

り
小
城
」
と
の
指
定
管
理
制

度
導
入
を
目
指
し
て
協
議
を

進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　

経
費
試
算
に
つ

い
て
は
現
在
、
算
定
を
進
め

て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　

今
後
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
平
成
２７
年
度
当
初
予
算

と
し
て
１
億
４
，２
１
２
万

７
千
円
を
計
画
し
、
備
品
購

入
費
、
北
別
館
等
の
解
体
、

倉
庫
新
築
、
外
構
工
事
を
行

う
予
定
だ
が
、
議

会
か
ら
北
別
館
等

の
解
体
、
倉
庫
新

築
は
既
存
建
屋
を

利
活
用
す
る
こ
と

に
よ
る
コ
ス
ト
縮

減
を
図
る
べ
き
と

の
指
摘
を
受
け
て

い
る
。
現
在
、
既

存
建
屋
の
再
利
用

の
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　

設
置
条
例

の
上
程
と
基
本
協

定
の
締
結
時
期
は

ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

　

条
例
の
上
程
時
期
は
１２
月

議
会
。
協
定
書
の
締
結
は
、

指
定
管
理
者
指
定
後
の
平
成

２７
年
７
月
め
ど
と
考
え
る
。

中
島

市
長

建
設
部
長

中
島

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
長

交
流
プ
ラ
ザ
の
維
持
管
理

�

運
営
は
ど
う
す
る

市
長

指
定
管
理
制
度
導
入
に
最
善

を
つ
く
す

中島　正樹

▲（仮称）まちなか市民交流プラザ完成予想図

※（Asaka,M.,et  al.:Gastroenterology,102,760,1992）から改変。
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旧
牛
津
庁
舎
跡
地
に

緑
地
公
園
と
駐
車
場
を
整
備

す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

　
　
　

昨
年
９
月
以
降
に
開

催
さ
れ
た
校
区
別
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
と
区
長
会
に
お
い

て
出
さ
れ
た
意
見
を
尊
重

し
、
反
映
さ
せ
た
。

　
　
　

緑
地
公
園
と
駐
車
場

を
整
備
し
た
場
合
の
そ
れ
ぞ

れ
の
建
設
費
用

と
年
間
維
持
費

の
見
込
み
は
。

　
　
　
　
　

建

設
費
用
に
つ
い

て
、
緑
地
公
園

は
約
１
，５
０

０
万
円
、
駐
車

場
は
約
１
，１

０
０
万
円
、
ま

た
年
間
維
持
費

に
つ
い
て
、
緑

地
公
園
の
芝
生

部
分
で
１
０
０

万
円
か
ら
１
５

０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
「
総
合
学
習
」
の
授

業
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち

に
、
こ
の
ま
ま
若
者
が
流
出

し
人
口
が
減
少
す
る
と
小
城

市
は
ど
う
な
る
か
、
な
ど
を

学
ば
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

現
在
、
小
・
中
学

校
の
総
合
学
習
の
科
目
に
お

い
て
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら

し
や
伝
統
・
文
化
を
学
ぶ
時

間
を
多
く
設
定
し
て
い
る
。

加
え
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
こ
と
も
、
子
ど
も
た

ち
は
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
。

松
並

市
長

松
並

教
育
部
長

義
務
教
育
で
地
元
の

現
状
と
真
剣
に
向
き

合
う
必
要
性
は

松
並

教
育
長

旧
牛
津
庁
舎
跡
地
の

�

利
活
用
方
法
は

市
長
緑
地
公
園
と
駐
車
場
の
整
備
を
進

め
て
い
く

松並　陽一

　
　
　

公
立
幼
稚
園
を
含
め

た
新
た
な
民
営
化
方
針
が
出

さ
れ
た
が
、
公
立
で
の
認
定

こ
ど
も
園
の
構
想
は
。ま
た
、

そ
の
た
め
の
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
も
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

保
育
園
・
幼
稚
園

民
営
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、

移
管
前
に
事
業
者
と
の
共
同

保
育
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
の
不
安
解
消
と
経
営

安
定
に
助
言
し
て
い
く
。
ま

た
、
小
城
市
独
自
の
幼
児
教

育
・
保
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

公
立
・
民
間
・
託
児
所
な
ど
一

緒
に
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
研
修
会
を
や
っ
て
お
り
、

今
年
度
も
１１
回
実
施
し
た
。

小
城
市
幼
児
教
育
審
議
会
答

申
で
も
、
公
立
の
幼
保
一
体

化
施
設
が
必
要
と
判
断
し
た
。

　
　
　

問
題
は
嘱
託
の
保
育

士
の
絶
対
数
が
不
足
し
て
い

る
。
賃
金
・
５
年
間
の
雇
用

期
間
・
採
用
時
期
の
遅
れ
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
　

正
規
職
員
も
来

年
度
か
ら
減
っ
て
い

く
。
さ
ら
に
嘱
託
職

員
は
最
長
５
年
の
雇

用
期
間
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
２
年
程
度
、

勤
務
評
定
を
し
な
が

ら
延
長
す
る
考
え
を

持
っ
て
い
る
。
ま
た

処
遇
改
善
に
つ
い
て

は
、
関
係
部
課
と
協

議
し
て
改
善
し
た

い
。
募
集
時
期
は
他

の
嘱
託
職
員
と
合
わ

せ
て
い
た
が
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に

募
集
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○�

市
民
協
働
で
の
ご
み
減
量

化
対
策

○�
市
民
病
院
の
あ
り
方

諸
泉

教
育
長

諸
泉

教
育
長 公

立
で
の

�

認
定
こ
ど
も
園
の
構
想
は

諸泉　定次

▲公立幼稚園では初の民営化が計画されている芦刈幼稚園

▲整備予定の旧牛津庁舎跡地の周辺

教
育
長
小
城
市
幼
児
教
育
審
議
会
で

必
要
と
の
答
申
で
す
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牛
津
公
民
館

（
７
月
２９
日�

１１
名
参
加
）

❶
説
明
が
漠
然
と
し
て
、
市

当
局
の
説
明
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
市
か
ら
の
提
案
に

対
し
て
議
会
は
ど
の
よ
う
に

議
論
し
、
可
決
・
否
決
し
た

か
説
明
し
て
ほ
し
い
。

❷
ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
に
つ
い
て
、
周
辺
に
類
似

施
設
も
あ
る
な
か
で
庁
舎
跡

に
そ
も
そ
も
箱
物
が
必
要

か
。
約
４
億
円
の
追
加
予
算

は
、
内
容
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
か
。ま
た
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
市
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
方
向
性
が
出
さ
れ
た
と

い
う
が
、
そ
の
人
選
は
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
。

❸
議
会
報
告
会
へ
の
参
加
者

を
増
や
す
た
め
に
呼
び
か
け

に
も
っ
と
工
夫
を
す
べ
き
で
は
。

❹
議
会
報
告
会
で
は
な
く
、

議
員
と
語
る
会
の
方
が
よ
い
。

❺
も
っ
と
牛
津
、
芦
刈
に
目

を
向
け
て
ほ
し
い
。

（
７
月
２９
日�

９
名
参
加
）

❶
地
区
の
防
犯
灯
の
電
球
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
換
え
る
こ
と

に
つ
い
て
、
各
区
１０
個
ま
で

い
い
と
の
こ
と
で
申
請
し

た
。
申
請
数
が
予
定
数
を
上

回
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
半

分
し
か
通
ら
な
か
っ
た
。
議

会
か
ら
も
働
き
か
け
て
ほ
し

い
。

❷
農
業
の
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
の
申
請
は
書
類
作
成

が
難
し
い
の
で
、
簡
素
化
を

お
願
い
し
た
い
。

❸
交
通
弱
者
の
こ
と
を
考
え

タ
ク
シ
ー
の
助
成
券
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
も
と
に
戻
し

て
ほ
し
い
。

❹
情
報
化
の
推
進
と
い
う
こ

と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
情
報
発
信
が
柱
と
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
評
価
は
ど
う
さ

れ
て
い
る
か
。

❺
議
員
報
酬
の
削
減
は
で
き

な
い
か
。

（
７
月
３０
日�

２２
名
参
加
）

❶
消
防
団
の
出
動
手
当
金
が

支
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
る
と
聞
く
が
、
実
態
は
。

国
の
基
準
を
大
幅
に
下
回
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

❷
議
員
定
数
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る

か
。

❸
佐
賀
空
港
の
オ
ス
プ
レ
イ

問
題
は
、
議
会
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

❹
小
城
町
の
Ｊ
Ａ
ビ
バ
レ
ッ

ジ
跡
に
、
ひ
ら
ま
つ
病
院
が

建
設
中
だ
が
、
市
民
病
院
と

の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て
議
会

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

❺
ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
の
当
初
予
算
か
ら
わ
ず
か

２
か
月
後
に
約
４
億
円
の
追

加
だ
が
、
当
初
予
算
の
枠
内

で
事
業
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

❻
４
町
が
合
併
し
て
１０
年
に

な
る
が
、
合
併
効
果
を
議
会

と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

か
。

（
７
月
３０
日�

１５
名
参
加
）

❶
ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
に
つ
い
て
、
設
計
を
東
京

の
山
下
設
計
に
委
託
さ
れ
た

理
由
は
。

❷
政
務
調
査
費
を
ち
ゃ
ん
と

と
っ
て
、
も
っ
と
議
員
活
動

を
活
発
に
す
べ
き
と
思
う
。

❸
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
未
納
が
多
く
赤
字
だ
と
聞

く
が
、
未
納
額
は
。

❹
市
民
病
院
が
今
後
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。
市
民
病

院
は
な
ぜ
必
要
か
。
救
急
医

療
の
実
績
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

❺
不
登
校
で
小
城
町
の
中
学

校
を
卒
業
し
た
方
は
何
名
か
。

❻
財
政
や
予
算
の
説
明
に
つ

い
て
、
市
民
に
も
っ
と
わ
か

り
や
す
く
、
身
近
な
も
の
と

結
び
つ
け
る
よ
う
な
広
報
の

仕
方
は
で
き
な
い
か
。

各
会
場
で
出
さ
れ
た

主
な
ご
意
見
や
ご
質
問

芦
刈
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

あ
し
ぱ
る

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月

小
城
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

桜
楽
館

　

７
月
２９
日
・
３０
日（
１９
時
３０
分
～
２１
時
）、市
内
４
か
所
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
議
会
報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
５７
名
で
、
様
々
な
ご
意
見
や
ご
質
問
を
頂

き
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
受
け
し
た
ご
意
見
や
ご
提
案
は
、
全

議
員
の
共
通
認
識
と
し
、
ま
た
、
担
当
部
署
へ
も
伝
え
て
お

り
ま
す
。
詳
し
い
質
疑
応
答
の
内
容
や
ご
意
見
な
ど
は
、
小

城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
小
城
市
議
会
の
サ
イ
ト
）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
市
役
所
東
館
３
階
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
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知 せお ら

知 せ
願

お ら と

お い

１１月２７日（木）定例会　《開会》 ９日（火）議案質疑

１２月２日（火）一般質問 １０日（水）常任委員会

３日（水）一般質問 １１日（木）常任委員会

４日（木）一般質問 １２日（金）常任委員会

５日（金）一般質問 １８日（木）討論・採決・閉会

８日（月）議案質疑 （※�日程など都合により変更
になる場合もあります。）

第４回定例会（予定）のお知らせ

木も
く

像ぞ
う

薬や
く

師し

瑠る

璃り

光こ
う

如に
ょ

来ら
い

座ざ

像ぞ
う

（�

国
重
要
文
化
財
、
昭
和
２５
年
指
定
、
牛
津

町
上
砥
川
３
６
９
６　

常じ
ょ
う

福ふ
く

禅ぜ
ん

寺じ

）

　

寺
歴
は
詳

つ
ま
び
らか
で
は
な
い
が
、
桃
山
末
期

の
頃
、
空く

う

海か
い

草そ
う

創そ
う

を
唱
え
る
真し

ん

言ご
ん

宗し
ゅ
う

寺
院

を
、
古こ

月げ
つ

和お

尚し
ょ
うが
中

ち
ゅ
う

興こ
う

し
、
今
の
臨り

ん

済ざ
い

宗
し
ゅ
う

に
改
め
た
と
伝
え
る
。
本
像
は
当
寺
本ほ

ん

尊ぞ
ん

で
、右
手
で＊

１施せ

無む

畏い

を
示
し
、左
手
に
薬や

っ

壷こ

を
執
る
一
般
的
な
薬
師
如
来
像
で
あ
り
蓮れ

ん

華げ

座ざ

に
結け

つ

跏か

趺ふ

坐ざ

す
る
。像
高
は
８２
・
７
㎝
、

頭と
う

体た
い

根
幹
部
を
檜ひ

の
き

の
一い

ち

木ぼ
く

か
ら
彫
り
出
し
、

右
肘ひ

じ

先
、
両
手て

首く
び

先
、
膝ひ

ざ

前ま
え

な
ど
は
寄
せ

木
づ
く
り
で
あ
る
。
一
切
衆
生
の
心し

ん

身し
ん

の

病び
ょ
う

魔ま

を
除の

ぞ

き
法ほ

う

薬や
く

を
与
え
ら
れ
る
と
い
う

如
来
の
面
相
に
は
、
慈
悲
深
い
ま
な
ざ
し

の
中
に
も
ま
た
、
端
然
と
し
た
き
び
し
い

表
情
が
見
ら
れ
る
。
八
葉
蓮
華
の
輪り

ん

光こ
う

背は
い

や
、
木
像
漆う

る
し

箔は
く

の
蓮
華
の
台
座
は＊

２

後こ
う

補ほ

に

な
る
。
様
式
的
に
は
平
安
時
代
末
期
（
１２

世
紀
）
の
作
と
思
わ
れ
る
。

＊�

１　
仏
・
菩
薩
が
衆
生
の
恐
れ
の
心
を
取
り
去
っ

て
救
う
印
相
で
、
右
手
の
５
指
を
そ
ろ
え
て
伸

ば
し
、
手
の
ひ
ら
を
前
に
向
け
て
、
肩
の
辺
り

に
上
げ
る
。

＊�

２　
欠
損
し
た
箇
所
な
ど
を
後
世
に
補
修
し
て
直

す
こ
と
。

表
紙
の
紹
介

　９月2９日から10月９日まで、樋渡委員長をは
じめ９名の委員による、平成25年度決算の審査
を行いました。審査内容につきましては、次号
でお知らせします。

決算審査特別委員会名簿
（委員９名）

委 員 長　樋渡　邦美
副委員長　光岡　　実
　　　　　松並　陽一
　　　　　永渕　和正
　　　　　富永　正樹
　　　　　深川　高志
　　　　　　松尾　義幸　
　　　　　平野　泰造
　　　　　北島　文孝

決算審査特別委員会を開催

（
仮
称
）ま
ち
な
か
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
　
起
工
式

（
９
月
２６
日
）

人
権
同
和
問
題
講
演
会

（
８
月
７
日
）

佐
賀
県
市
議
会
議
長
会

議
員
研
修
会

（
８
月
１
日
）

小
城
市
消
防
夏
季
訓
練

（
８
月
１７
日
）
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学校教育目標

規範意識の高い子どもの育成
〜遅刻ゼロ・宿題忘れゼロ・いじめゼロを目指して〜

目指す子ども像
⃝自ら学ぶ子ども
⃝温かい心をもつ子ども
⃝生き生きと活動する　　　　
　子ども
⃝地域とふれあう子ども

創立　明治７（18７4）年1０月
　　　�第５大学区佐賀県管内第７中学校区　

小城郡牛津作新小学校として創設
　　　�明治1５年4月
　　　�牛津校区　　　　　　　　　　　　　

牛津小学校と改称
児童生徒数　４５４名

❖１年生を迎える会・歓迎遠足
　　（協力・学校愛）
❖親子ふれあい活動
　　（親子の絆づくり・学年の和づくり）
❖マラソン大会
　　（ねばり強くがんばる力・自己に挑戦）
❖人権教室
　　（思いやりの心）

学校の特色や特長

【地域のじまん】
⃝�「牛津町の建設は教育より」と教育に関し
て行政も住民も関心が深く、教育的環境の
整備に協力的であり、公民館を中心とした
社会教育（津の里ミュージアム等）にも熱
心で子ども達には大変恵まれた地域です。

【児童・学校のじまん】
⃝�男女仲良く、明朗活発で人になじみ、社交
性があります。
⃝�読書が好きで、本年度から読書タイムは教
諭も一緒に読書をしています。
⃝�運動会・歓迎遠足・一斉下校などでは、上
級生が下級生をかわいがり、よくお世話を
してくれます。
⃝�きらきらタイムでは、担任だけではなく、
全職員で子ども達の計算問題対応をして
います。

主
な
行
事
・
事
業

親子ふれあい活動（5年）

町たんけん（2年）


